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１ 趣旨 

  国のキャリア形成プログラム運用指針が改正されたことを受け，本県キャリア形成卒前支援

プランを策定する。 

 

２ 概要 

（１）目的 

  地域医療へ貢献する意思を有する学生に対し，地域医療や将来の職業選択に対する意識の涵

養を図り，学生の期間を通じて，地域医療に貢献するキャリアを描けるように支援する。 

（２）対象者（令和５年度入学者から適用） 

   ① 広島大学ふるさと枠で入学した学生 

   ② 岡山大学地域枠広島県コースで入学した学生 

   ③ 広島県出身の自治医科大学の学生 

   ④ 広島県医師育成奨学金の貸与を受ける学生（一般枠） 

   ※県は，キャリア形成卒前支援プランの適用について，事前に対象者から同意を得る 

（３）対象期間 

入学時又は当該プランへの適用の同意を得た時から卒業時まで 

（４）卒前支援プロジェクト 

  広島県は，各大学や地域医療支援センター等と連携し，対象学生の将来地域医療に従事する

意識の向上に資するためのプロジェクト（以下「卒前支援プロジェクト」という。）を策定する。 

 

３ 卒前支援プロジェクトの主な内容 

（１）広島大学ふるさと枠 

  ①地域医療セミナー（夏・冬・春の長期休暇を活用し，地域医療機関での現地実習を行う） 

  ②進路説明会（臨床マッチング制度や臨床研修後のキャリアプランについて説明を行う） 

  ③ふるさとセミナー（週１回，昼食をとりながら縦割り班でのミーティングを行う） 

（２）岡山大学地域枠 

  ①地域医療体験実習（地域医療の現場で実習を行い，実習参加後，事例発表を行う） 

  ②選択制臨床実習（希望診療科や学外病院において臨床実習を行う） 

  ③地域枠ミーティング（年４回程度，学生主導で学習やレクリエーションを行う） 

（３）自治医科大学 

  ①卒業医師連絡会議（卒業医師と県が行う連絡会議に参加し，交流等を行う） 

（４）一般枠奨学生 

  ①個別面談（年１回程度，県職員による面談を行う） 

 

４ その他 

  対象となる学生に対して意見照会を行い，当該プランに対する意見のない旨，確認している。 
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